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資料５



本田勝之助（本田屋本店有限会社 四代目代表取締役）
（日本的地域経営専門家）

文化庁：日本遺産プロデューサー（2016年～）
内閣府：クールジャパンプロデューサー

一般社団法人dialogue 専務理事（代表：島田由香,副代表：谷川じゅんじ）

一般社団法人 Global Resilience Summit 産業理事

＊会津地域スマートシティ推進協議会事務局長（2013‐2022年）

・大正時代から続く会津の青果問屋の四代目。現在はブランド米を手掛ける米問屋でもあり、金田中や
銀座久兵衛など名店に扱われ、また地域商社として1,000程の地域商品の問屋として全国に販路先を広げ
ている。
・伝統工芸や農業・食、観光、Iot活用になど地域多領域を戦略的にプロデュースするのが特徴。
・3.11直後、会津へのアクセンチュア社の誘致と以降のスマートシティ推進化を政府各省庁・国内外の
大手企業やベンチャーと協業しつつ、その代表企業として推進している。
・全国の原発立地地域約20地域、100地域以上の日本遺産認定地域のプロデューサーとして担当プロ
デューサーやクリエイター、コンサルタントなどをプロジェクトチームとしてまとめ事業推進している。
また、総務省地域再生マネージャー 内閣府地域活性化伝道師でもある。
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1993年開学。コンピューター専門大学
① 起業重視
（学生数に対し起業数日本一）

① 産学連携オープンな会議
（年間300回）

① 就職率100％

ITベンチャー企業
創業社⾧（2004年会⾧）

2001～2007年

地域経営・専門家
（日本経営品質賞・MB賞）

1998年～2011年
大手・中小企業・福祉医療・学校・
行政（経営品質審査員）

創業輩出素地
育成土壌

地域中核企業2社＋α
スタートアップファンド

地域経営の専門家として3タイプの起業創業をしながら「地域モデルづくり」を行う。
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1993年開学。コンピューター専門大学
① 起業重視
（学生数に対し起業数日本一）

① 産学連携オープンな会議
（年間300回）

① 就職率100％

１０分野以上のローカルゼブラ（創業）エコシステム
子ゼブラ輩出素地
育成土壌

親ゼブラ2社＋α
スタートアップファンド

大手企業・地域企業
約90社加盟

会費数千万/年
持続可能運営

役所各担当課

親兄姉子
ゼブラ

大手企業

関連団体
AiCTコンソーシアム

地域事業づくり会社
本田屋本店

(4代目2004年～)
（SC事務局⾧10年）
（日本遺産PD8年）
（地域商社20年）

地域の歴史・特徴を生かした（全国展開可能な）エコシステムを25年作り続けている。
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ITベンチャー企業
創業社⾧（2004年会⾧）

2001～2007年

地域経営・専門家
（日本経営品質賞・MB賞）

1998年～2011年
大手・中小企業・福祉医療・学校・
行政（経営品質審査員）
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6

Creating Shared Values



（行政・市民・企業・研究者が肩書を外し）
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Social Platform Organization
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「問い」＋「出会い」 「経済価値」＋「社会価値」
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＊自治体→地域中核企業でも可
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